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＜目標項目＞
・健康診査や検診を受診します
・健診結果を健康管理に活用します
＜主な取り組み＞
・健康診査を受けやすい環境を整えます
・生活習慣病などに関する情報や健康診査の必要性を普及啓発
　します
・健康診査結果に基づき、健康教育や相談を実施します

＜目標項目＞
・主食・主菜・副菜を組み合わせた食事をします
・減塩を意識した食事をします
・野菜を意識して食べます
＜主な取り組み＞
・主食・主菜・副菜を組み合わせた食事についての正しい知識
　を普及します
・減塩を意識した食事を推進します
・積極的な野菜の摂取をすすめます
・アルコールに関する正しい知識を普及啓発します
・子どもの頃から正しい生活習慣を身につけられるよう家庭・
　学校・地域の連携を強化します

＜目標項目＞
・日常生活において、歩行や家事等の身体活動量を増やします
・いつでも・どこでも気軽にできる運動を習慣にします
＜主な取り組み＞
・身体活動・運動の大切さや必要性を普及します
・運動しやすい環境づくりに努めます

＜目標項目＞
・禁煙を希望する人が、禁煙を達成します
・未成年者は喫煙しません、させません
・妊娠中は喫煙しません、させません
・受動喫煙の機会がないよう、環境を整えます
＜主な取り組み＞
・喫煙をやめたい人への相談体制を充実します
・喫煙・受動喫煙の健康影響について正しい知識を普及啓発します
・妊婦や乳幼児のいる家庭に禁煙・分煙をすすめます
・受動喫煙を防止するため、人の集まる場所での禁煙・分煙を
　すすめます

＜目標項目＞
・睡眠による十分な休養を取ります
・ストレスと上手につきあう方法を身につけます
・こころのサインに気づき、早めに対応します
＜主な取り組み＞
・こころの健康に関する知識を普及啓発し、市民の聴く力を
　育てます
・子どもの頃からこころの健康づくりをすすめます
・こころの健康を推進するための支援体制を整えます

＜目標項目＞
・口腔ケアの方法を知り実践します
・定期的に歯科健診を受診します
＜主な取り組み＞
・歯周疾患と健康の関連性について普及啓発します
・歯科健診の大切さを普及啓発し、受診率向上に努めます
・健康教育や健康相談等を通じて、口腔ケアの重要性や歯磨き
　の積極的な取り組みを推進します

２ 身体活動・運動 

 ３ 喫   煙 

基本方向 １   健康に関する生活習慣の改善 
   

 ○栄養・食生活  ○身体活動・運動  ○休養  ○喫煙  ○飲酒  ○歯・口腔      
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 策定の背景と趣旨 
 

・少子高齢社会の進行 
 
・生活習慣病、要介護者の増加 
 
・国の｢健康日本21第2次｣、 
 県の｢とちぎ健康 21第2次｣の 
 取り組み 
 

・健康増進法で市町村健康 

 増進計画の策定を定めるよう 

 努めること 

   関 連 計 画 
 

・健康日本21第2次(国） 
・とちぎ健康21第2次（県） 
・歯科保健基本計画(県) 
・栃木市総合計画 
・栃木市地域福祉計画 
・栃木市高齢者保健福祉計画・ 

  介護保険事業計画 
・栃木市障がい者福祉計画 

・栃木市次世代育成支援対策 

 行動計画 

現状と課題 
市民の健康状態 
 ・健康寿命が短く、壮年期死亡率が高い。 
 ・全死因の5割が、がん、心疾患、脳血管疾患で占められている。 
 ・虚血性心疾患、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、糖尿病、がん、     
  慢性閉塞性肺疾患の標準化死亡比が全国に比べ高い。 

市民の生活習慣の課題 
 〇栄養・食生活 
   ・20歳代・30歳代男性は朝食を欠食したり野菜をあまり食べない人が 
  多い。 
  ・若い年齢ほど減塩に取り組む人は少ない。    
  ・肥満者は男性に多く、やせは20歳代女性に多い。 
 〇運動・身体活動 
   ・運動が不足している人は30歳代男性や20歳代・40歳代女性に多い。 
 〇飲 酒 
 ・県に比べ毎日飲酒する者の割合は低いが、20歳代～40歳代女性の 
  多量飲酒者の割合が高い。 
 〇喫 煙 
  ・20歳代・40歳代女性の喫煙者は県に比べ多い。 
 ・喫煙者の中で3割の人は禁煙意志がある。 
 〇ストレス、睡眠 
   ・20歳代～50歳代の7割以上がストレスを感じ、県に比べ30歳代～50歳   
  代男性のストレスが大きい。 
 ・睡眠がとれない者は2割で、特に50歳代女性に多い。 
 〇健診結果、医師からの指摘 
  ・高血圧、高血糖、脂質異常症と指摘された者の割合は、男性は40歳 
  代から、女性は50歳代から高くなり、女性より男性の方が多い。 

市の健康診査・検診受診状況 

  ・特定健康診査受診率、特定保健指導完了率が低い。 

  ・がん検診受診率が低い。 

  ・歯周疾患検診受診率は9.9％で要精検・要治療となるものが多い。 
 
 

 基本方向 ３  
社会生活を営むために必要 

 な機能の維持及び向上 

 

○こころ  ○次世代 ○高齢者 

基本方向 ４  
健康を支え、守るため 

 の社会環境の整備 

  ○企業等連携 

  ○地域等支え合い 

４ こころの健康 

６ 健康診査・検診 

５ 歯と口の健康 

１ 栄養・食生活 基本目標  健康寿命の延伸 

基本方向 ２ 
 生活習慣病の発症予防と 

  重症化予防 

○がん     ○脳卒中・心疾患  

○糖尿病  ○慢性閉塞性肺疾患 

身体活動・運動の重要性を 

理解し、身体を動かすこと 

を実践します 

受動喫煙防止に努め、禁煙 

を希望する人は方法を学び、 

禁煙を達成します 

また、未成年者・妊婦は喫煙 

しません 

こころの健康を保つため、 

ストレスと上手につきあう 

力を身につけます 

また、「こころのサイン」

に気づき、支え合います 

いつまでも健康な生活が 

送れるよう健康診査を受

診し、疾病の早期発見・

早期治療と生活習慣の 

改善に努めます 

歯周疾患が健康に及ぼす

影響について理解し、 

歯科健診を受けて、歯と

口の健康管理に努めます 

栄養・食生活に高い関心を 

持ち、地域の食材を活用し 

たバランスのとれた食事を 

実践します 


